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はじめに

骨粗霧症患者では、境骨・椎骨・大腿骨骨頭などに高率に骨折を来たし、い

わゆる「寝たきり老人」の状態となることから、高齢者の占める比率が増大し

ているわが国においては、その予防及び治療が極めて重要な問題となっている。

従来からわが国においては、欧米に比較してカノレシウムの摂取不足が指摘され

カルシウム擬取不足と骨粗奇襲症発症との関連が注目きれている。ており、

的自

加齢とともに、また骨粗霧症患者では、健常人に比較してカルシウムの吸収

H本が低下していることが指摘されているが、詳細なデータは少ない。また、

ではカルシウムの一日所要量 (RDA)は成人で600時とされているが、高齢者

のRDAは検討されていない。本研究の目的は、高齢者においてカルシウムパ

ラγススタディを施行することにより、骨粗幸重症とカルシウムパラ γスとの関

さらに高齢者におけるカルシウムの一日所要量を決定するこ係を明らかにし、

とにある。

ー、
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方法

東大病院老人科に入院Lた60歳以上の女性に低カルシウム食、高カノレシウム

食を一週間ずつ摂取させ、カルシウムパラ γススタディを施行した。即ち、低カ

ルシウム食として500喝のカルシウムを含む食事を一週間摂取した後、高カル

シウム食として前述の食事に加えて800喝のカルシウムを一週間経口投与し、

二日間毎に実際のカルシウム摂取量、尿中及び便中のカルシウム量を測定し、

摂取量から排池量(尿及び便)を引いた{直をカノレシウムパラ γスとした。横軸

にカノレシウム摂取量を、縦軸にカルシウムバランスを取り、カルシウムパラ γ

スが 0となる摂取量をrecommendeddaily allowance (RDA :一日所要量)

とした。また患者の血清カルシウム・リン・クレアチュγ・アルカリフォスファ

ターゼ及び副甲状線ホノレモγ(P官 i) ・ビタミ γD代謝産物・カノレシトニγな

どのカノレシウム調節ホノレモヅを測定し、さらにLunar社製のdualphoton 

absorptiometry (DPA)を用いて全身の骨塩量を測定した。

結果

カルシウム摂取量から便中のカルシウム量をヲIl、た([置をnetabsorptionとL、

尿中カルシウム排世量との関連を検討すると、両者聞に正の相関を認めた。低

カノレシウム食では食事の摂取量が個々で異なるため、カルシウムパラ γスの個

人差は大きかったが、高カノレシウム食とした最初の二日間でカノレシウムパラ γ

スは上昇し、一旦低下してから徐々に再上昇する傾向が認められた。カルシウ

ムパラ γスが 0となるRDAは、 470-830m骨(平均673:t148血 g:n= 6)であっ

た。骨粗緩症の患者ではRDAは710吟と高値であった。 DPAを用いた全身骨塩

含量とカルシウム必要量との問には有意の相関は認められなかった。カノレシウ

ム誠節ホノレモ γに関しては、 PTH-M・カノレシトニ γ ・1，25 (uH) ，D，は正常

範囲内であったが、 25(uH) D，・ 24，25(uH)，D，は、高齢者においては低値

であった。 RDAとこれらのカルシウム調節ホルモ γの血中レベノレの聞には有

意の相演は認められなかった。
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考 察

日本におけるカルシウムの成人での一日平均所要量(RDA) は600m~とされ

ているが、カルシウムを特に必要とする妊娠、授乳期及び閉経後のRDAにつ

いての検討は少なく、骨組霧症の予防及び治療に必要なカルシウム量に関して

の検討は皆無に等Lい。我々は高齢者においてカルシウムパラ γススタディを

施行し、必要と思われるカルシウム摂取量を推定したが、ほとんどの患者が60

0吟以上を必要としていた。低カノレシウム食から高カノレシウム食に変えると、

最初の二日間でカルシウムパラ γスの上昇を認め、一度低下してから再び徐々

に上昇する傾向が認められたが、その機序に関しては不明である。血中カルシ

ウム調節ホノレモンを担u定し、カルシウムバラ γスとの関連を検討したが、 25 

(uH)D.と24，25 (uH) ，D ，tJl低値であり、カノレシウムパラ γスとの関連が示唆

された。全身骨塩含量とカノレシウムバラ γスとの関連は明かでなかった。

今後、症例数を増やし各種病態におけるRDAの検討、及びカルシウム調節

ホノレモγや種々の因子とカルシウムパラ γスとの関連について検討が必要と考

えられた。

結論

60才以上の女性入院患者においてカルシウムバラ γススタディにより得られ

たカルシウム一日必要量は、 470-830喝(平均673~) であった。
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